
 

空軍

空中給油機が飛行中に緊急事態を宣言、東京の米軍基
地に無事着陸
による セス・ロブソン
星条旗 • 2025年4月8日

2022年11月7日、日本の横田空軍基地に着陸するKC-46ペガサス。（刑部保夫/米空軍）

横田基地（日本） — 米空軍のKC-46Aペガサス空中給油機は火曜日、飛行中の緊急事態を
宣言した後、東京西部のこの空輸拠点に安全に着陸したと空軍報道官が発表した。

正午過ぎ、点滅灯をつけた緊急車両が横田基地の主滑走路上で航空機を取り囲んだ。

横田基地第374空輸航空団の広報担当ネイサン・アレン曹長は火曜日の午後、電子メール
で、乗組員が基地に接近中に緊急事態を報告したと述べた。
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購読する

「乗組員と基地は直ちに行動を起こし、飛行機は安全に着陸した」と彼は記した。アレ
ン氏は緊急事態の内容や飛行機の所属については明らかにしなかった。

ボーイング社が製造し、2019年に就役したKC-46Aは、KC-135ストラトタンカーなどの旧
式タンカーを置き換えるために設計された空軍の最新空中給油機プラットフォームで
す。

同様の事件が1月に横田基地でも発生しており、沖縄県嘉手納基地の第909空中給油飛行
隊のKC-135が整備上の問題で同基地に迂回した。

セス・ロブソン
セス・ロブソン氏は東京を拠点とする記者で、2003年からスターズ・アンド・ストライプス
紙に勤務している。日本、韓国、ドイツに駐在し、イラク、アフガニスタン、ハイチ、オー
ストラリア、フィリピンにも頻繁に派遣されている。

スターズ・アンド・ストライプスを購読する週たったの99セント！

ストライプトップニュース

私たち

国防総省は、コロナワクチン接種を拒否した兵士は2026年4月までに復職を求めることができると
発表

ヨーロッパ

下院議員らは、欧州駐留米軍の規模を縮小すべきではないと述べ、トランプ政権の計画を非難し
た。
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